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ドライミスト噴霧機器は、本学 1 号館と 6 号館の間















で 20 個、高さ 3.5m に、温湿度測定は、ドライミスト
噴霧直下 2 地点とドライミスト影響外 2 地点の計 4 地
点（写真中の丸印）で、高さ 1.5m に設置した（写真 1）。
なお、ドライミスト噴霧量は 2 l/min である。 
温湿度測定は、平成 21 年 7 月 6 日から 8 月 14 日に
かけて行った。被験者実験はこの間8回に分けて行い、






品 名 仕 様 数 量 
ポンプユニット AC100V-750W  1台 
ノズル 1/4KSM0.3ACV  
各20個 
ノズルヘッダー SUS304 
テフロンホース 外層SUS フレキ 1本 
高圧配管 SUS304  一式 
取付け金具一式 パイラック他 一式 
H=3.5m 




写真 1 ドライミスト噴霧装置と温湿度測定機器設置場所 
3． 実験結果 






―べとつきあり」の 3 段階で評価を行った。 
分析は、調査地点の気温が 30℃以上と 30℃未満に分
けて行った。ドライミスト直下の東側が 30℃以上とな
ったのは 22 件、30℃未満は 91 件で、ドライミストな
しの西側の気温が 30℃以上となったのは 56 件、30℃
未満は 57 件であった。全体はその平均である。 
 





平均気温 28.4℃ 30.1℃ 






























































































































































   
写真 2 ドライミスト直下 
 
 
写真 3 ドライミストなし 
 
⑤ 自由記述 
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